様式第１号（第５条関係）
　　年　　月　　日　
　男鹿市長　　　　　　様

申請者　住　　所　　　　　　　　　　　　　　
氏　　名　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　　　　　　　

男鹿暮らし移住応援助成金交付申請書


　男鹿暮らし移住応援助成金の交付を受けたいので、男鹿暮らし移住応援助成金交付要綱第５条の規定に基づき、関係書類を添えて下記のとおり申請します。


記

	１　男鹿市に住民登録をした日
	　　　　　年　　　　月　　　　日



	２　世帯の状況（該当する欄の□に✔印及び人数を記入してください）

	□　単身　
	□　世帯　
	□　同居する満18歳までの子どもの人数
	　　 人

	
	
	□　世帯に妊婦がいる場合



	３　助成金申請額
	                              円



	４　確認事項（該当する欄の□に✔印及び人数を記入してください）

	□　私と世帯員　　人は移住した日から１年以内であり、移住する直前に３年以上継続して秋田県外に居住していました。

	□　移住した日から継続して３年以上男鹿市に居住することを誓約します。

	□　転勤や赴任、就学のための転入ではありません。

	□　申請者を含む世帯員全員は、男鹿市移住支援事業を利用しません。


様式第２号（第５条関係）

誓　約　書


男鹿市長　　　　　　様


　私は男鹿暮らし移住応援助成金交付要綱に定める助成金を申請するにあたり、下記のとおり誓約します。


記

１　私及び私と世帯を同じくする者の全員は、暴力団員（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）ではないこと。また、暴力団（同法第２条第２号に規定する暴力団をいう。）若しくは暴力団員と密接な関係を持つ者でないこと。


２　男鹿暮らし移住応援助成金交付要綱第８条第１項に規定する次の各号のいずれかに該当したときは、返還命令に従い、既に交付を受けた助成金の全部若しくは一部を返還すること。
⑴　虚偽の申請その他不正行為があった場合
⑵　申請者が移住した日から起算して３年未満で転出した場合
⑶　その他重大な事由が明らかになった場合


年　　　月　　　日

申請者住所　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　申請者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（自署の場合は、押印不要です。）


様式第４号（第７条関係）

　　年　　月　　日　

　男鹿市長　　　　　　様

　　　　　　　　　　　　　　請求者　住所　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　  　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号


男鹿暮らし移住応援助成金交付請求書


　　年　　月　　日付け 記号番号で交付決定を受けた男鹿暮らし移住応援助成金について、男鹿暮らし移住応援助成金交付要綱第７条第１項の規定により、下記のとおり請求します。

記

	請求金額
	　金　　　　　　　　　　　　　　円

	振込先
	銀行　　　　　
労働金庫　　　
信用金庫　　　
農業協同組合　
	本店　
支店　
本所　
支所　

	
	普通 ･ 当座
	口座番号
	

	
	フリガナ
口座名義
	　
　


※　口座名義は、請求者本人であること。
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